
同 　 窓 　 会 　 報2015年（平成27年）６月吉日　第12号

内容：①特別記念公演………………在校生ブラスバンド部による演奏会
　　　②総会…………………………勤続表彰など
　　　③懇親会（立食パーティ）……景品付きイベント（予定）

　この度、本会は創設30周年を迎え、8 月８ 日（土）に記念総会を
開催することになりました。
　今回は特別記念公演として在校生のブラスバンド部による演奏
会を予定しています。この機会に母校の同窓会に是非ご参加され
てはいかがでしょうか。皆様のご参加を心よりお待ちしています。

日時：2015年（平成27年）８月８日（土）
　　　15：00 ～ 18：30（受付 14：30 ～）
会場：尾張一宮駅前ビル（ i ビル）７Ｆ
　　　シビックホール

会費：一般3,000円　新入会生（30回生）1,000円
申込：参加される方は下記のいずれかの方法でお申し込み下さい。
　　　①同窓会ＨＰより（http://kodo-dosokai.jp/）
　　　②Ｅメール（postmaster@kodo-dosokai.jp）
　　　③ＦＡＸ（0586-43-4457）一宮興道高校内 同窓会事務局宛
＊②または③でお申し込みの場合は【卒業回】【氏名】をご記入下さい。
＊準備の都合上、７月15日（水）までにお申込み下さい。
＊卒業回については７ページをご確認下さい。

同窓会公式ホームページ
スマホは右のＱＲコードから

検索一宮興道　同窓会

同窓会公式Facebook 開設！
随時情報発信中！

●事務局
〒491-0924
愛知県一宮市大和町於保字十二１－１
ＴＥＬ：（0586）46-0221
ＦＡＸ：（0586）43-4457
●ホームページ
http://kodo-dosokai.jp/
postmaster@kodo-dosokai.jp

●同窓会長挨拶……………………… ⑵
●事業報告…………………………… ⑵
●校長挨拶…………………………… ⑶
●会計報告…………………………… ⑶
●母校への寄贈報告………………… ⑷
●同窓会10年の歩み… ……………… ⑸
●過去３年間進学状況……………… ⑹
●H26年度部活動成績………………… ⑹
●役員紹介・卒業回一覧…………… ⑺
●お知らせ…………………………… ⑻

えいち
愛知県立

一宮興道高等学校
同窓会

創設30周年特別記念号
目　次

学校創立30周年を記念して制作されたモザイクアート　制作：29回生２年８組
2012年11月１日（学校創立30周年記念式典）　名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市民会館）屋外にて

愛知県立一宮興道高等学校同窓会
創設30周年記念総会開催！
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一
宮
興
道
高
校
の
第
1
回
入
学
式
が

行
わ
れ
た
昭
和
58
年
4
月
5
日
は
私
の

誕
生
日
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
思
議

な
縁
も
あ
っ
て
か
開
校
17
年
目
の
春
、

私
の
高
校
生
活
は
本
校
で
始
ま
り
ま

し
た
。
肝
心
の
学
校
生
活
は
勉
強
や
部

活
に
順
風
と
は
い
え
ず
、
自
己
と
初
め

て
真
剣
に
向
き
合
っ
た
貴
重
な
3
年
間

で
し
た
。
卒
業
後
も
役
員
と
し
て
同
窓

会
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
そ
う

し
た
母
校
に
対
す
る
深
い
思
い
入
れ
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
私
は
一
宮
市
在
住
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
車
で
出
掛
け
れ
ば
緑
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
母
校
の
校
舎
は
遠
く
か
ら

で
も
映
え
、
名
鉄
電
車
か
ら
眺
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
員
会
で
学

校
を
訪
れ
る
た
び
、
今
で
も
そ
の
堂
々

と
し
た
茶
褐
色
の
校
舎
と
斬
新
な
切
妻

状
の
屋
根
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

調
べ
て
み
る
と
興
味
深
い
史
実
が
浮
か

び
上
が
り
ま
す
。
開
校
当
時
の
昭
和
50

年
代
は
県
内
外
に
お
い
て
、
豊
か
な
教

育
環
境
の
創
造
に
向
け
て
学
校
の
建
造

物
に
工
夫
を
施
す
動
き
が
強
ま
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
折
し
も
そ
の
時
代
に
開

校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
本
校
は
、
校
舎

の
基
本
設
計
を
外
部
に
委
託
す
る
初
の

学
校
と
な
り
、
設
計
者
は
ア
メ
リ
カ
の

短
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
県
関
係
者
と
初
代
校
長
の
森
先

生
と
協
議
が
進
め
ら
れ
、
最
終
的
に
現

在
の
か
た
ち
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
趣
向
は
外
観
だ
け
で

は
な
く
、
多
目
的
空
間
で
あ
る
コ
モ
ン

ホ
ー
ル
や
タ
イ
ル
製
の
陶
壁
画
な
ど
の

オ
ブ
ジ
ェ
に
も
及
ん
で
お
り
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、「
個

性
」
や
「
文
化
性
」
と
い
っ
た
現
在
に

通
ず
る
要
素
が
30
年
以
上
前
か
ら
本
校

の
内
外
に
宿
っ
て
い
た
こ
と
は
、
私
た

ち
卒
業
生
だ
け
で
は
な
く
在
校
生
た
ち

に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
り
誇
り

で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昭
和
61
年
3
月
に
創
設
さ
れ

た
同
窓
会
は
今
年
2
月
に
第
30
回
の
卒

業
生
３
５
０
名
を
迎
え
入
れ
、
会
員
は

総
勢
1
万
1
千
名
と
な
り
ま
し
た
。
本

会
は
こ
れ
ま
で
延
べ
23
回
の
同
窓
会
総

会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
会

創
設
30
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
今
年
度
の
総
会
を
「
同
窓
会

創
設
30
周
年
記
念
総
会
」
と
し
て
盛
大

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
特
別
記
念
公
演

と
し
て
母
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る

演
奏
会
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
こ
の
機
会
に
母
校
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

役
員
一
同
、
皆
様
の
ご
出
席
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
現
在
私
ど
も
は
10
～
20
名

程
の
卒
業
生
で
同
窓
会
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
が
、
実
働
ス
タ
ッ
フ
は
ま
だ
ま

だ
人
生
経
験
の
浅
い
集
団
で
す
。
こ
の

よ
う
な
若
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
の
組
織

で
す
が
、
今
後
も
卒
業
生
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
更
な
る
組
織
の
発
展
に
向
け

て
母
校
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
お
力
添
え
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　母
校
と
と
も
に

愛知県立一宮興道高等学校同窓会

会 長　成瀬　智仁（17回生）

2014年（平成26年）８月９日（土）15：00 ～ 17：00

　　第23回同窓会総会

　　尾張一宮駅前ビル（iビル）シビックホール

2014年（平成26年）９月27日（土）10：00 ～ 12：00

　　役員会　一宮興道高校応接室

2014年（平成26年）12月６日（土）10：00 ～ 12：00

　　役員会　一宮興道高校応接室

2015年（平成27年）２月21日（土）10：00 ～ 12：00

　　役員会　一宮興道高校応接室

2015年（平成27年）２月27日（金）10：00 ～ 12：00

　　同窓会入会式　一宮興道高校体育館

2015年（平成27年）３月21日（土）18：00 ～ 20：00

　　新役員歓迎会

2015年（平成27年）３月27日（金）18：00 ～ 21：00

　　臨時役員会

　　尾張一宮駅前ビル（iビル）多目的ホール

2015年（平成27年）４月18日（土）10：00 ～ 12：00

　　役員会　一宮興道高校応接室

事

業

報

告
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同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
30
回
生
が
同
窓
会
に
入
会
す

る
と
い
う
節
目
を
記
念
し
て
、
主
に
体

育
館
で
利
用
す
る
た
め
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
吹
奏
楽
部
で
使
用
す
る
楽
器

と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
を
同
窓
会
様

か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
は
さ
っ
そ
く
30
回
生
の

同
窓
会
入
会
式
及
び
卒
業
式
で
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
文
武
両
道
を
掲
げ

地
元
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
こ
れ
ま

で
の
同
窓
生
の
皆
様
の
頑
張
り
の
甲
斐

あ
っ
て
、
地
元
か
ら
厚
い
信
頼
を
い
た

だ
き
、
安
定
し
た
進
路
実
績
を
残
す
ま

で
に
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
２

年
連
続
で
、
国
公
立
大
学
の
現
役
合
格

１
５
０
名
と
い
う
結
果
を
残
し
て
く
れ

ま
し
た
。
部
活
動
に
お
い
て
も
様
々
な

部
活
動
で
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
生
徒
も
頑
張
っ

て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
の
「
体

力
づ
く
り
優
良
校
」
と
し
て
県
内
16
校

（
高
校
は
５
校
）
の
１
つ
に
選
ば
れ
顕
彰

さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
積
み

重
ね
が
伝
統
の
重
み
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
と
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
在
校
生
に
は
校
訓
の「
活
力
」を
胸
に
、

明
る
く
元
気
で
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

粘
り
強
さ
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
気
持
ち
、
そ
し
て
学
び
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

先
輩
方
が
築
き
残
さ
れ
て
い
っ
た
大
切

な
心
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

粘
り
強
く
文
武
両
道
を
追
い
求
め
て
い

く
所
存
で
す
。

　
最
後
に
、
今
年
も
８
月
の
第
２
土
曜

日
に
同
窓
会
総
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
同
窓
会
に
30
回
生
が
加
わ

り
、記
念
の
大
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

成
瀬
会
長
を
中
心
に
若
い
人
た
ち
が
頑

張
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
方

や
同
級
生
が
懐
か
し
く
想
い
出
を
語
り
、

さ
ら
に
先
輩
・
後
輩
と
し
て
の
縦
の
つ

な
が
り
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
益
々

の
発
展
の
た
め
に
も
、
是
非
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
職
員
一
同
、
興
道
高
校
の
益
々
の
発

展
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　30
周
年
を
迎
え
て

愛知県立一宮興道高等学校

校 長　水井　俊之

収入額 支出済額 差引残額 摘　　要

通 常 分 4,752,653 4,352,392 400,261 三菱東京UFJ銀行

積 立 金 6,033,429 0 6,033,429 愛知銀行

　収入の部
科　目 予算額 収入済額 差　額 摘　　要

会 費 1,755,000 1,750,000 5,000 卒業生350名＠5,000円

前年度繰越金 2,940,374 2,940,374 0

雑 収 入 0 62,279 -62,279

計 4,695,374 4,752,653 -57,279

　支出の部
科　目 予算額 支出済額 差　額 摘　　要

会 議 費 10,000 466 9,534 理事会等会議費用

総 会 費 1,000,000 983,558 16,442 同窓会30周年記念会報、総会費用等

広 報 費 170,000 80,635 89,365 データメンテナンス料金等

事 務 費 112,000 103,455 8,545 事務用消耗品費等

クラス会補助費 120,000 60,648 59,352

諸 経 費 10,000 3,996 6,004 振込手数料等

予 備 費 3,273,374 3,119,634 153,740 同窓会30周年記念寄贈品など

計 4,695,374 4,352,392 342,982

収入予算額 支出予算額 差引残額 摘　　要

通 常 分 2,150,261 3,150,261 -1,000,000 三菱東京UFJ銀行

積 立 金 6,033,429 0 6,033,429 愛知銀行

　収入の部
科　目 27年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　要

会 費 1,750,000 1,755,000 -5,000 卒業生350名＠5,000円

前年度繰越金 400,261 2,940,374 -2,540,113

雑 収 入 0 0 0

計 2,150,261 4,695,374 -2,545,113

　支出の部
科　目 27年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　要

会 議 費 10,000 10,000 0 理事会等会議費用

総 会 費 2,800,000 1,000,000 1,800,000 同窓会30周年記念会報、総会費用等

広 報 費 100,000 170,000 -70,000 データメンテナンス料金等

事 務 費 30,000 112,000 -82,000 事務用消耗品費等

クラス会補助費 100,000 120,000 -20,000

諸 経 費 10,000 10,000 0 振込手数料等

予 備 費 100,261 3,273,374 -3,173,113

計 3,150,261 4,695,374 -1,545,113

平成26年度 収支決算報告書

会 計 報 告

平成27年度 収支予算書（案）
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５点の楽器を新規購入しました！
（写真左から順に）

母校への寄
贈報告 寄贈①

ブラスバンド部の楽器（平成26年度）

寄贈②
体育館用のストーブ（平成26年度）

寄贈③
バスドラムほか７品目（平成24年度）

同窓会創設30周年の記念事業の一環として、ブラスバンド部へ楽器を
寄贈しました。

冬の体育館の寒さは長年の課題であったため、開校以来初となる体育
館専用の暖房器具としてジェットストーブを３台寄贈しました。

学校創立30周年の記念事業として主に部活動の設備・用具を寄贈しました。

本年３月23日、コモンホールにて目録を贈呈しました。

８月の同窓会総会では現役ブラスバンド部による記念

演奏会を開催します。（左写真は第６回定期演奏会に向

けて音楽堂で練習に励む皆さん）

2012年（平成24年）11月１日に行われた学校創立30周年

記念式典にて記念品の目録を贈呈しました。寄贈した

物品は現在も学校で有効活用されています。

本年２月27日の同窓会入会式および翌日の卒業式で寄贈し

たストーブが早くも大活躍しました。生徒だけではなく保

護者の方からも好評でした。

・チューバ
・ホルン
・バストロンボーン
・バスクラリネット
・Ebクラリネット

バスドラム	 １台
製氷機	 １台
ピッチングマシン	 １台
デジタイマー	 ２台
コースロープ	 ３本

コート用ローラー	 １台
スタンドミキサー	 １台
電子醗酵器	 １台
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同窓会10年の歩み

2006年（平成18年）
21回生（317名）が入会
会報（第６号）を発行
第15回同窓会総会を開催（稲沢市民会館）
渡邊隆久氏（５回生）が会長に就任

2008年（平成20年）
23回生（272名）が同窓会に入会
会報（第８号）を発行
第17回同窓会総会を開催（クラシックホテル）

2010年（平成22年）
25回生（275	名）が入会
新役員歓迎会を開催
第19	回同窓会総会を開催（クラシックホテル）

2012年（平成24年）
27回生（278名）が入会
新役員歓迎会を開催
第21回同窓会総会を開催（真清田神社	参集殿）
学校創立30周年記念式典が行われる（学校主催）

2014年（平成26年）
29回生（311名）が入会
新役員歓迎会を開催
会報（第11号）を発行
第23回同窓会総会を開催（尾張一宮駅前ビル）

2007年（平成19年）
22回生（315名）が入会
会報（第７号）を発行
第16回同窓会総会を開催（クラシックホテル）

2009年（平成21年）
24回生（275名）が入会
会報（第９号）を発行
第18	回同窓会総会を開催（クラシックホテル）

2011年（平成23年）
26回生（274名）が入会
新役員歓迎会を開催
第20回同窓会総会を開催（真清田神社	参集殿）
成瀬智仁氏（17回生）が会長に就任

2013年（平成25年）
28回生（311名）が入会
卒業生累計１万人を突破
新役員歓迎会を開催
会報（第10号）を発行
第22回同窓会総会を開催（真清田神社	参集殿）

2015年（平成27年）
同窓会創設30周年を迎える
30回生（350名）が入会
新役員歓迎会を開催
会報（第12号）を発行
同窓会創設30周年記念総会を開催予定（尾張一宮駅前ビル）



同 　 窓 　 会 　 報 （6）2015年（平成27年）６月吉日　第12号

学校名 H27 浪 H26 浪 H25 浪 学校名 H27 浪 H26 浪 H25 浪 学校名 H27 浪 H26 浪 H25 浪 学校名 H27 浪 H26 浪 H25 浪 学校名 H27 浪 H26 浪 H25 浪
＜国立大学＞ ＜公立大学＞ 神奈川大 3 1 静岡理工科学大 1 2 京都産業大 4

北海道大 1 1 青森公立大 1 慶應義塾大 1 1 修文大 2 2 京都橘大 2
北海道教育大 1 岩手県立大 1 駒沢大 3 1 2 椙山女学園大 49 64 37 京都女子大 5
室蘭工業大 1 秋田県立大 2 1 芝浦工大 2 1 1 2 鈴鹿医療科学大 3 9 2 近畿大 2 2
秋田大 2 1 高崎経済大 2 1 昭和女子大 2 星城大 2 2 2 神戸女子大 1
山形大 3 前橋工科大 2 上智大 1 大同大 22 6 2 6 神戸女学院大 1
福島大 1 1 横浜市立大 1 駿河台大 1 中京大 91 2 51 8 63 4 同志社大 13 15 5 9 1
茨城大 1 都留文科大 2 2 成蹊大 1 中京学院大 1 同志社女子大 1 1
千葉大 1 1 山梨県立大 1 1 専修大 1 2 中部大 56 57 5 46 奈良大 5
東京芸術大 1 長野県看護大 1 創価大 1 2 2 4 中部学院大 5 2 花園大 1
横浜国立大 1 1 1 長岡造形大 1 1 東海大 2 1 2 東海学院大 1 仏教大 1
上越教育大 1 1 富山県立大 3 1 1 4 東京女子体育大 1 東海学園大 6 6 12 立命館大 32 12 56 2 50 3
富山大 8 3 3 石川県立大 1 東京農業大 1 常葉大 1 龍谷大 1 3 1 1
金沢大 2 1 1 2 福井県立大 2 5 東京都市大 2 1 豊田工業大 3 1 2 2
金沢美術工芸大 1 岐阜県立看護大 1 1 1 東京理科大 3 4 2 2 豊橋創造大 1 1 1
福井大 8 9 2 6 静岡県立大 2 東洋大 1 2 名古屋音楽大 3 ＜中国・四国・九州地区私立大学＞
山梨大 2 4 静岡文化芸術大 5 2 1 東洋英和女学院大 2 名古屋外国語大 3 6 東亜大 1
信州大 4 1 1 愛知県立大 7 1 12 5 日本大 5 1 1 名古屋学院大 20 7 5 ＜国公立短大＞
岐阜大 24 1 28 3 19 3 愛知県立芸術大 1 法政大 5 3 2 名古屋学芸大 5 8 7 岐阜市立女子短 9 10 7
静岡大 6 3 3 名古屋市立大 3 4 明海大 1 名古屋芸術大 4 1 6 三重短 4 1 2
愛知教育大 9 16 6 三重県立看護大 2 2 2 明治大 3 2 名古屋商科大 4 ＜私立短大＞
名古屋大 4 9 2 10 1 滋賀県立大 6 8 3 明治学院大 3 名古屋女子大 31 32 28 愛知大短 1
名古屋工業大 6 1 3 6 京都府立大 2 武蔵野美術大 2 名古屋造形大 1 愛知医療学院短 1
三重大 10 16 15 3 奈良県立大 1 立教大 2 2 2 名古屋文理大 1 2 愛知学院大短 3 2
滋賀大 7 6 3 兵庫県立大 1 早稲田大 1 5 1 4 南山大 111 7 134 6 47 4 愛知きわみ看短 4 3 1
京都大 1 神戸市外大 1 ＜中部地区私立大学＞ 日赤豊田看護大 1 1 1 大垣女子短 2
神戸大 1 鳥取環境大 1 愛知大 122 2 134 4 82 5 日本福祉大 66 21 20 岐阜聖徳学園短 2
鳥取大 1 2 岡山県立大 1 愛知医科大 2 2 5 人間環境大 7 岐阜保健短 2
島根大 1 県立広島大 1 愛知学院大 68 27 1 19 福井工業大 2 2 至学館大短 2
広島大 1 1 広島市立大 2 愛知工科大 1 1 藤田保健衛生大 11 7 12 修文大短 2
山口大 1 2 島根県立大 1 愛知工業大 71 45 14 34 名城大 100 7 117 9 94 5 名古屋学芸大短 5 1
徳島大 2 山口県立大 1 愛知産業大 1 2 四日市大 1 名古屋女子大短 6 5 4
鳴門教育大 1 高知工科大 3 1 1 1 愛知淑徳大 120 1 108 1 68 2 四日市看護医療大 1 4 名古屋短 9 2 3
愛媛大 1 1 1 1 長崎県立大 2 愛知みずほ大 4 2 名古屋文理短 1
高知大 1 名桜大 1 朝日大 1 1 ＜関西地区私立大学＞ 平成医療短 2 1
福岡教育大 1 1 1 桜花学園大 2 2 大阪経済大 4 南山大短 1 4
佐賀大 1 金沢工業大 6 12 1 5 大阪薬科大 1 共立女子短 1
宮崎大 3 1 公立大合計 49 2 46 3 27 0 岐阜医療科学大 4 9 7 大谷大 2 青山学院女子短 1
鹿児島大 1 1 1 国公立大合計 154 6 162 12 116 9 岐阜聖徳学園大 20 13 17 関西大 3 7 11 4 ＜文科省所管外学校＞

＜北海道・東北・関東地区私立大学＞ 岐阜女子大 1 2 関西学院大 4 1 2 水産大学校 1
北海道科学大 2 金城学院大 35 1 25 16 関西外国語大 4 東海職業能力開発大学校 1 1 1
青山学院大 2 1 1 皇學館大 1 1 5 京都外国語大 1 私立４大合計 1,161 33 1,062 76 787 28

国立大合計 105 4 116 9 89 9 大妻女子大 2 至学館大 5 6 1 京都学園大 1 短大合計 45 0 37 0 22 0

進路状況　直近３ヶ年 大学合格者数
合格者数は浪人生の合格を含む　2015. ３.26現在

進路指導部

◎
第
68
回
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
尾
張
支
部
男
子
総
合
　
第
６
位

【
野
球
部
】

　
高
等
学
校
優
勝
野
球

�

尾
張
地
区
大
会（
４
月
２
日
）

�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

【
柔
道
部
】

　
総
体
柔
道
尾
張
支
部
予
選
会（
４
月
26
日
）

　
　
　
男
子
団
体��

第
６
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
女
子
団
体�

第
３
位

　
尾
張
・
名
古
屋
・
知
多

�

新
人
体
重
別
大
会（
10
月
18
日
）

　
　
　
女
子
52
㎏
級�

第
３
位

　
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

�

尾
張
支
部
予
選
会（
11
月
１
日
）

　
　
　
女
子
団
体�

第
３
位

【
卓
球
部
】

　
総
体
卓
球
尾
張
支
部
予
選
会（
４
月
27
日
）

　
　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス�

第
５
位

�

県
大
会
出
場

【
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

　
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

�

尾
張
支
部
予
選
会（
４
月
27
日
）

　
　
　
女
子
団
体�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

　
尾
張
支
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

�

南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
11
月
16
日
）

　
　
　
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦�

準
優
勝

�

尾
張
選
抜
大
会
出
場

　
　
　
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦�

第
３
位

　
尾
張
選
抜
大
会

　
　
　
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦�

第
３
位

【
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

　
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

�
尾
張
支
部
予
選
会（
４
月
29
日
）

　
　
　
男
子
学
校
対
抗��

準
優
勝

�
県
大
会
出
場

　
新
人
体
育
大
会
尾
張
支
部

�

予
選
会（
９
月
23
日
）

　
　
　
学
校
対
抗
戦�

第
３
位

　
冬
季
尾
張
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

�

選
手
権
大
会（
12
月
14
日
）

　
　
　
男
子
学
校
対
抗
戦�

優
勝

【
弓
道
部
】

　
尾
張
支
部
弓
道
選
手
権
大
会（
８
月
24
日
）

　
　
　
男
子
団
体�

第
３
位

【
剣
道
部
】

　
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

�

尾
張
支
部
予
選
会（
11
月
２
日
）

　
　
　
団
体
男
子
の
部�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
団
体
女
子
の
部�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

【
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

　
尾
張
地
区
高
等
学
校
１
年
生
大
会

　
　
　
女
子
の
部�

第
３
位

【
陸
上
部
】

　
総
体
陸
上
競
技
尾
張
支
部

�

予
選
会（
５
月
３
日
～
５
日
）

　
　
　
男
子
走
り
幅
跳
び��

第
４
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
女
子
１
５
０
０
ｍ�

第
５
位

　
　
　
男
子
三
段
跳
び�

第
２
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
女
子
８
０
０
ｍ�

第
６
位

　
　
　
男
子
２
０
０
ｍ�

第
４
位

�

県
大
会
出
場

　
第
25
回
愛
知
県
高
等
学
校

�

１
年
生
大
会（
７
月
26
日
～
27
日
）

　
　
　
男
子
４
０
０
ｍ�

第
３
位

　
　
　
男
子
８
０
０
ｍ�

第
４
位

　
　
　
男
子
１
１
０
ｍ
Ｈ�

第
６
位

　
　
　
女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ�

第
５
位

　
　
　
男
子
三
段
跳
び�

第
６
位

　
新
人
体
育
大
会
尾
張
支
部

�

予
選
会（
９
月
６
日
～
７
日
）

　
　
　
女
子
１
５
０
０
ｍ�

第
１
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
１
５
０
０
ｍ�

第
６
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
女
子
８
０
０
ｍ�

第
２
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
２
０
０
ｍ�

第
６
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
女
子
４
０
０
ｍ
Ｈ�

第
６
位

�

県
大
会
出
場

【
水
泳
部
】

　
総
体
水
泳
尾
張
支
部

�

予
選
会（
６
月
14
日
～
15
日
）

　
　
　
男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形

�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

�

第
２
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形

�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

�

第
３
位

�

県
大
会
出
場

　
第
29
回
尾
張
地
区

�

水
泳
選
手
権
大
会（
８
月
２
日
）

　
　
　
男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

�

第
２
位

　
　
　
男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

�

第
２
位

　
　
　
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

�

第
２
位

　
新
人
体
育
大
会
尾
張
支
部
予
選
会

　
　
　
男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

�

第
１
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

�

第
１
位

�

県
大
会
出
場

　
　
　
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

�

第
２
位

�

県
大
会
出
場

　
新
人
体
育
大
会
・
愛
知
県
大
会（
９
月
20
日
）

　
　
　
男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

�

第
６
位

【
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

　
尾
張
支
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

�

南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
11
月
16
日
）

�

優
勝

　
　
　
尾
張
選
抜
大
会
出
場

�

第
３
位

【
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
】

　
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

�

西
尾
張
大
会（
７
月
27
日
）

　
　
　
東
海
予
選
部
門�

金
賞

�

県
大
会
出
場

　
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

�

愛
知
県
大
会（
８
月
６
日
）

�

銅
賞

　
愛
知
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

�

西
尾
張
大
会（
12
月
23
日
）

　
　
　
フ
ル
ー
ト
四
重
奏�

金
賞

�

県
大
会
出
場

　
　
　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

�

金
賞

　
　
　
打
楽
器
六
重
奏�

銀
賞

　
　
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
六
重
奏

�

銀
賞

　
　
　
バ
リ
・
テ
ュ
ー
バ
四
重
奏

�

銀
賞

　
第
27
回
中
部
日
本
管
楽
器

�

個
人
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会（
３
月
７
日
）

　
　
　
個
人
の
部
　
オ
ー
ボ
エ
独
奏

�

銀
賞

　
　
　
重
奏
の
部
　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

�

銀
賞

　
　
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

�

銅
賞

【
写
真
部
】

　
高
文
連
写
真
専
門
部

�

尾
張
支
部
写
真
展（
11
月
16
日
）

�

奨
励
賞

　
県
大
会（
１
月
）�

優
秀
賞

�

全
国
大
会
へ
出
品

部

活

動

報

告
平成

26年
度

速  

報
平
成
27
年
度
　
部
活
動
報
告

第
62
回
　
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
男
子
　
陸
上
８
０
０
ｍ
　
出
場
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卒業回一覧
回生 生まれ（年度） 卒　業（年・月）

１回生 昭和42年（1967年）昭和61年（1986年）３月卒業

２回生 昭和43年（1968年）昭和62年（1987年）３月卒業

３回生 昭和44年（1969年）昭和63年（1988年）３月卒業

４回生 昭和45年（1970年）平成元年（1989年）３月卒業

５回生 昭和46年（1971年） 平成2年 （1990年）３月卒業

６回生 昭和47年（1972年） 平成3年 （1991年）３月卒業

７回生 昭和48年（1973年） 平成4年 （1992年）３月卒業

８回生 昭和49年（1974年） 平成5年 （1993年）３月卒業

９回生 昭和50年（1975年） 平成6年 （1994年）３月卒業

10回生 昭和51年（1976年） 平成7年 （1995年）３月卒業

11回生 昭和52年（1977年） 平成8年 （1996年）３月卒業

12回生 昭和53年（1978年） 平成9年 （1997年）３月卒業

13回生 昭和54年（1979年）平成10年（1998年）３月卒業

14回生 昭和55年（1980年）平成11年（1999年）３月卒業

15回生 昭和56年（1981年）平成12年（2000年）３月卒業

16回生 昭和57年（1982年）平成13年（2001年）３月卒業

17回生 昭和58年（1983年）平成14年（2002年）３月卒業

18回生 昭和59年（1984年）平成15年（2003年）３月卒業

19回生 昭和60年（1985年）平成16年（2004年）３月卒業

20回生 昭和61年（1986年）平成17年（2005年）３月卒業

21回生 昭和62年（1987年）平成18年（2006年）３月卒業

22回生 昭和63年（1988年）平成19年（2007年）３月卒業

23回生 平成元年（1989年）平成20年（2008年）３月卒業

24回生 平成２年（1990年）平成21年（2009年）３月卒業

25回生 平成３年（1991年）平成22年（2010年）３月卒業

26回生 平成４年（1992年）平成23年（2011年）３月卒業

27回生 平成５年（1993年）平成24年（2012年）３月卒業

28回生 平成６年（1994年）平成25年（2013年）３月卒業

29回生 平成７年（1995年）平成26年（2014年）３月卒業

30回生 平成８年（1996年）平成27年（2015年）３月卒業

役

員

紹

介

同窓会役員・学校職員　【第23回総会　2014
年（平成26年）８月９日】

　
会
長
職
を
拝
命
し
て
５
年
目
を
迎
え
ま

す
。
毎
年
総
会
の
時
期
が
近
づ
く
と
打
ち
合

わ
せ
等
で
母
校
を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
ま
す

が
、
現
役
生
徒
さ
ん
た
ち
の
若
さ
溢
れ
る
姿

を
目
に
す
る
度
に
自
分
も
高
校
生
に
戻
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。（
笑
）
そ
ん
な

中
、
今
年
の
総
会
で
は
初
の
試
み
と
し
て
現

役
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
奏
会
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
こ
の
機
会
に
後

輩
た
ち
の「
活
力
」を
体
感
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

■
高
校
時
代
の
思
い
出

　
ち
ょ
う
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
流
行
し
始

め
た
頃
で
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
パ
ソ
コ
ン
に

没
頭
し
た
結
果
、
テ
ス
ト
は
赤
点
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
両
親
を
何
度
も
学
校
に
呼
ぶ
始

末
。（
笑
）
し
か
し
、
そ
の
経
験
の
お
陰
で
入

会
後
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

担
当
と
な
り
、
現
在
も
副
会
長
と
共
同
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
以
来
、
同
窓
会
活
動
に
携
わ
り
始

め
て
気
付
け
ば
10
年
以
上
が
経
ち
ま
し

た
。
当
時
は
今
ほ
ど
組
織
も
大
き
く
は
な

く
、
現
在
の
会
長
で
あ
る
成
瀬
さ
ん
を
始

め
と
し
た
先
輩
方
か
ら
教
え
を
乞
い
な
が

ら
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
も
う

何
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
休
日
に
コ
メ

ダ
で
同
窓
会
に
つ
い
て
お
互
い
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
語
り
合
っ
た
事
は
今
と
な
っ
て

は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

■
高
校
時
代
の
思
い
出

　
2
年
生
の
文
化
祭
の
出
し
物
で
ラ
イ
ブ

を
行
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
ブ
開
催
に
対
し
て
は
当
初
先
生

方
か
ら
Ｎ
Ｇ
を
食
ら
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
粘
り
強
い
交
渉
を
続
け
、「
授
業
を
真

面
目
に
聞
く
の
な
ら
」
と
の
条
件
で
許
可

を
頂
き
、
文
化
祭
当
日
ま
で
の
完
全
に
様

変
わ
り
し
た
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。（
笑
）

　
同
窓
会
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
10

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
卒
業
後
も
高
校
に

携
わ
る
な
ん
て
、
学
生
だ
っ
た
頃
は
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
窓
会
活
動
で
は

先
輩
・
後
輩
を
交
え
、
縦
の
繋
が
り
を
改

め
て
認
識
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

毎
年
行
う
総
会
が
今
の
同
窓
会
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
多
く
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
高
校
時
代
を
思
い
出
し
て
頂

け
た
ら
と
思
い
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
高
校
時
代
の
思
い
出

　
3
年
間
、
生
徒
会
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
文
化
祭
や
体
育
大
会
の
運
営

側
で
携
わ
れ
た
こ
と
は
今
で
も
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
瀬
会
長

と
同
じ
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
い

始
め
た
ば
か
り
で
、
当
時
の
接
続
は
ダ
イ

ヤ
ル
ア
ッ
プ
…
。
電
話
代
を
気
に
し
な
が

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
し
た
。

　
今
年
興
道
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
4
年
間
、
ま
た
大
学
で
色
々
な
思

い
出
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す

が
、
興
道
高
校
で
過
ご
し
た
日
々
は
き
っ

と
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
3
年
間
、
本

当
に
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。な
の
で
、卒
業
し
て
か
ら
も
こ
う
い
っ

た
形
で
興
道
高
校
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

不
慣
れ
な
点
が
多
い
で
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
高
校
時
代
の
思
い
出

　
私
の
高
校
生
活
に
お
い
て
、
部
活
動
が

占
め
て
い
た
割
合
が
非
常
に
大
き
い
で

す
。
吹
奏
楽
部
で
、
ほ
ぼ
毎
日
顔
を
合
わ

せ
て
い
た
部
員
と
は
こ
れ
か
ら
も
長
い
付

き
合
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
部

活
を
や
っ
て
い
て
、
ど
ん
な
形
で
も
音
楽

は
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
3
月
に
一
宮
興
道
高
校
を
卒
業

し
た
の
と
同
時
に
初
代
同
窓
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
当
時
の
総
会
は
高
校
の
体
育
館
で

立
食
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
途
中

の
先
生
方
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
2
代
目
会
長
の
渡
辺
君
、

現
在
の
会
長
の
成
瀬
君
（
３
代
目
）
の
人
柄
に

よ
り
役
員
の
結
束
も
高
ま
り
、
同
窓
会
活
動

も
活
性
化
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
顧
問
と
し
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
高
校
時
代
の
思
い
出

　
高
校
入
試
の
頃
に
は
ま
だ
校
舎
が
完
成
し

て
お
ら
ず
、
一
宮
高
校
で
受
験
を
し
、
合
格

発
表
も
見
に
行
き
ま
し
た
。
入
学
式
は
武
道

場
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
体
育
館
の
完
成
は
1

年
生
の
2
学
期
、
プ
ー
ル
の
完
成
は
3
年
生

で
し
た
。
何
よ
り
も
モ
ダ
ン
な
校
舎
の
造
り

が
自
慢
で
し
た
。
ち
な
み
に
第
1
回
の
卒
業

証
書
授
与
式
の
総
代
は
誰
を
隠
そ
う
こ
の
私

で
す
。

　
今
年
８
月
か
ら
正
規
会
計
を
務
め
ま

す
。
同
窓
会
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
軽
い

気
持
ち
で
役
員
会
に
参
加
し
て
早
10
年
に

な
り
ま
す
。
少
子
化
に
よ
る
ク
ラ
ス
減
か

つ
卒
業
生
の
累
計
増
加
に
対
し
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
同
窓
会
の
会
計
役
と
し

て
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
高
校
時
代
の
思
い
出

　
学
生
時
代
は
大
学
入
試
試
験
が
共
通
一

次
か
ら
セ
ン
タ
ー
試
験
に
変
わ
っ
た
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
受
験
に
向
け
て
よ

く
学
び
、よ
く
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
同
窓
会
の
運
営
組
織
は
会
長
を
始

め
、
副
会
長
、
会
計
、
監
査
、
そ
し
て

学
年
理
事
お
よ
び
ク
ラ
ス
幹
事
等
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は

母
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、
役
員
一
丸

と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
約
２
ヶ

月
に
１
回
学
校
で
行
わ
れ
る
役
員
会
に

て
、
校
長
先
生
や
顧
問
の
高
沢
氏
（
１

回
生
）
か
ら
助
言
を
頂
き
な
が
ら
総
会

や
入
会
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向

け
て
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

会
　
長

成
瀬
　
智
仁

	

【
17
回
生
】

副
会
長

棚
橋
　
正
智

	

【
17
回
生
】

会
計（
代
行
）

百
瀬
　
敦
仁

	

【
６
回
生
】

顧
　
問

高
沢
　
秀
昭

	

【
１
回
生
】

監
査（
代
行
）

可
知
み
な
み

	

【
30
回
生
】

監
　
査

鈴
木
　
一
宏

	

【
18
回
生
】

１
回
生
　
富
田
　
三
朗

２
回
生
　
吉
田
　
晴
彦

３
回
生
　
横
山
　
直
人

４
回
生
　
大
野
　
恭
稔

５
回
生
　
渡
邊
　
隆
久

６
回
生
　
大
久
保
弥
生

　
　
　
　
百
瀬
　
敦
仁

７
回
生
　
岩
崎
真
佐
枝

８
回
生
　
伊
藤
　
　
修

９
回
生
　
水
河
　
弥
仁

10
回
生
　
日
比
野
江
美

11
回
生
　
宇
都
木
伸
司

12
回
生
　
今
井
　
邦
彦

13
回
生
　
石
野
　
麻
美

14
回
生
　
杉
本
　
寛
幸

15
回
生
　
水
谷
　
元
昭

16
回
生
　
岩
田
　
真
孝

17
回
生
　
小
川
　
友
佳

18
回
生
　
蔵
元
　
紫
乃

19
回
生
　
成
瀬
　
真
弓

20
回
生
　
堀
田
　
裕
康

21
回
生
　
小
林
　
優
太

22
回
生
　
佐
々
木
杏
菜

23
回
生
　
鈴
木
美
沙
紀

24
回
生
　
小
島
　
一
輝

25
回
生
　
松
尾
　
拓
馬

26
回
生
　
戸
田
　
圭
亮

27
回
生
　
片
桐
　
僚
太

28
回
生
　
津
田
　
恭
輔

　
　
　
　
山
元
　
崇
永

29
回
生
　
大
鹿
　
江
瑠

　
　
　
　
遠
目
塚
　
淳

30
回
生
　
祖
父
江
達
輝

　
　
　
　
可
知
み
な
み

※
卒
業
当
時
お
よ
び
更

新
デ
ー
タ
を
も
と
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

学
年
理
事�

�

一
覧



同 　 窓 　 会 　 報 （8）2015年（平成27年）６月吉日　第12号

卒業時から住所が変わった方！氏名が変わった方！

　本会では会員の皆様宛に郵送物をお送りしておりますが、実に
数百名の方々が住所不明のため、お届けできない状況となってお
ります。そこで同窓会ホームページに住所変更フォームを設置し
ました。

　■�下記いずれかの条件にあてはまる方は住所変更フォームより
ご連絡下さい。

　⇒送付先の住所を変更したい
　　※�実家・持ち家など長年に渡って確実に届く住所での登録を

強くお勧めします。
　⇒その他の項目を変更したい（氏名・電話番号・勤務先など）

　過去に宛名不明となった卒業生の方へは
郵送物の発送を停止しております。お知り
合いにこの会報が届いていない方がおられ
ましたら是非「住所変更フォーム」をご紹介
下さいますようお願いいたします。

住所変更フォームはコチラ！▶

スタッフ募集について
詳しくはコチラ！▼

郵送物が迷子です！
クラス会 開いていますか？
同窓会では飲食代などの

クラス会費 を補助します！
1万円

　クラス幹事さん！高校のクラス会、開いていますか？本会では卒業生同士の
交流を促進するため、クラス幹事から事前連絡のあったクラス会に対し、年１
回に限り１万円を補助します。是非この制度を利用して旧友と集まる機会を
作って下さい。	申請の手順につきましては同窓会ホームページをご覧下さい。

７回生（３年６組）	

27回生（３年７組）	

26回生（３年７組）	

▲クラス会費補助について
詳しくはコチラ！

本会の正会員は入会と同時に終身会費5,000円を納めるものと

する。

本会は、会費および寄付金ならびにその他の収入を以て事業

の経費とし、これの管理は母校に委託する。

本会は下記の事業を行う。

　　１. 年に１度総会を開く。

　　２. 会報の発行。

　　３. 表彰。

　　４. その他本会の目的を達するに必要な事業。

本会の事業および収支決算は総会の際に報告するものとする。

役員会は必要ある場合、会長が招集する。役員会は、会長、

副会長、会計、監査、顧問、理事を以て組織する。

総会および役員会の決議は、その出席者の多数決により決定

する。

本会則の変更は総会の決議を経なければならない。

第１条

第２条

第３条

第４条

第５条

第６条

第７条

第８条

第９条

第10条

第11条

第12条

第13条

愛知県立一宮興道高等学校同窓会 会則
本会を愛知県立一宮興道高等学校同窓会と称する。

本会の事務局を愛知県立一宮興道高等学校内に置く。

会員多数の在住の地には特に支部を設けることができる。

本会は会員相互の親睦を図り、知識を交換し、母校との連絡

を密にして、その発展に寄与するのを以て目的とする。

本会の会員は下記の二種とする。

　　特別会員　母校現旧職員

　　正 会 員　母校卒業生、およびこれに準ずる者

本会に下記の役員を置く。

　　会　　長　  １名。本会を統理し本会を代表する。

　　副 会 長　  若干名。会長を補佐する。

　　会　　計　  １名。本会の会計にあたる。

　　監　　査  　２名。会計を監査する。

　　理　　事  　各学年より２名選出。

　　　　　  　　会長・副会長を補佐する。

　　幹　　事  　各回クラスより１名選出。

　　　　　  　　理事が兼ねることができる。

　　顧　　問  　会長が委嘱する。

　　名誉会長  　現校長を推戴する。

　　役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。

　　なお、会の運営に支障を来す場合は任期中に解任できる。

　
現
在
同
窓
会
で
は
会
則
に
基
づ
く
役
員

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
進
学
や

就
職
ま
た
は
転
居
な
ど
で
止
む
無
く
活
動

が
出
来
な
く
な
る
ス
タ
ッ
フ
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
会
で
は
同
窓
会

活
動
に
協
力
し
て
頂
け
る
有
志
の
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
な
ら
ど
な
た
で

も
結
構
で
す
。
一
緒
に
同
窓
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
＊
＊
＊
主
な
活
動
＊
＊
＊

　　
▼
同
窓
会
総
会
の
企
画
・
運
営

　
▼
会
報
の
作
製
・
発
行

　
▼
同
窓
会
入
会
式
へ
の
出
席

ス
タ
ッ
フ
募
集

編

集

後

記

　
本
年
の
同
窓
会
報
「
え
い
ち
」
は
本
会
創
設
30

周
年
を
記
念
し
、
10
年
振
り
の
紙
面
で
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
無
事
に
皆
様
の
お
手
元
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
来
年
度
以
降
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
会

の
運
営
を
行
う
た
め
、
ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
の

配
信
と
な
る
予
定
で
す
。
同
窓
会
の
創
設
か
ら

30
年
を
迎
え
、
新
た
な
取
り
組
み
も
本
格
化
し

て
お
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
と
い
っ

た
身
近
な
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
こ
と
で
よ
り
多

く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
情
報
発
信
や
交
流
を

進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は

皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
同
窓
会
活
動
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

平
成
27
年
６
月
吉
日


